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「よもぎ蒸しの新たな可能性 

―蒸気中に含まれるβ―カリオフィレンと内因性カンナビノイドシステムの視点」 
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よもぎ蒸しは、古くから女性の冷えや心身の不調に寄り添う民間療法として親しまれてきました。

近年、植物療法や温熱療法の価値を現代科学の視点から再評価する動きが高まる中、当協会ではよ

もぎ蒸しの蒸気に含まれる香気成分の分析を継続的に行ってまいりました。その中で特に注目され

た成分の一つが、セスキテルペン類に分類されるβ-カリオフィレンです。  

 

β-カリオフィレンは、よもぎをはじめ、クローブ、黒胡椒、ローズマリーなどにも含まれる植物

由来の香気成分であり、私たちの食生活の中にも広く存在する身近な成分です。近年の研究では、カ

ンナビノイド受容体の一つである CB2受容体に選択的に作用する「食事性カンナビノイド」として

報告されており、精神作用に関わる CB1受容体とは異なる経路で、炎症反応の調整や免疫機能との

関連が示唆されています。植物由来の香気成分が、私たちの身体に内在する受容体系に働きかけ得

るという知見は、伝統的な香り文化や植物療法を科学的に裏づける一つの手がかりとなり得るもの

です。 

 

本講演では、よもぎ蒸しの蒸気中に検出されたβ-カリオフィレンに着目し、香り(嗅覚刺激)、温

熱、そして皮膚・粘膜周辺への穏やかな刺激といった複合的な作用が、身体にどのような可能性をも

たらし得るのかを考察します。よもぎ蒸しを単なるリラクゼーションとしてではなく、植物成分と

温熱刺激を組み合わせた伝統的養生法として捉え直すことで、女性の健康支援、未病ケア、そして日

常のセルフケアの新たな可能性を探ります。 

 

また、伝統的に受け継がれてきたよもぎ蒸しを、成分分析や生理学的視点から検証することは、安

全性と再現性を高め、医療・美容・予防領域との連携を考える上でも重要な意味を持ちます。 

本講演が、東洋的な温熱養生と現代科学をつなぐ一つの視点となり、今後の研究や実践のさらな

る発展に向けた契機となれば幸いです。 

 


